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家族でキャンプを楽しみたい人に向け
て、実践派キャンパーやアウトドアの
達人のアイデアや工夫、実用情報を徹
底紹介。

自分の全てを否定していた孤独なダイア
ナに、本の世界と彩子だけが光を与えて
くれた。正反対の二人だけど、一瞬で親
友になった。そう、“腹心の友”に―。

柚木　麻子／著

児
童
書

今月のおすすめ新着本

朝食を見直すだけで血糖値がコントロー
ルできる。しっかり食べてもダイエットが
できる。いつ、何を、どんなふうにとれば
いいのかを紹介。

金本　郁男／著

『朝食のとり方で病気にならない太らない』

一
般
書

『本屋さんのダイアナ』
学研パブリッシング／編

『週末！キャンプ＆アウトドア２０１４』

ちょっとしたお手伝いから、人間にはでき
ないような大きな仕事まで何でも引き受け
る「おばけや」。今回の仕事は、一筋縄では
いかない女の子の子守で…。

ごみ収集車のゴンちゃんが、ごみを集め
て出発！途中、郵便車やダンプトラック、
カーキャリーに出会いました。みんな何
を運んでいるのかな？

おおはし　えみこ／著 おかべ　りか／著
生活の中の素朴な疑問に答える図鑑。警
官は事件がないとき何している? 子どもは
なぜ学校に行く? お金は銀行で作る? な
ぜカードをピッとしただけで買える? など
75テーマ収録。

『おばけやさん４ こもりさくせんはじめます』『ごみしゅうしゅうしゃのゴンちゃん』
寺本　潔／監

『よのなかの図鑑』

心
地
が
違
う
場
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
西
泊
の
古
い
里
」
で
は

な
く
「
西
泊
よ
り
古
い
里
」
が

語
源
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
比
田
勝
】

　
『
津
島
記
事
』
に
よ
る
と
、古

く
は
「
比
田
方
」
と
書
き
「
ひ

た
か
た
」
と
呼
ん
で
い
た
と
あ

り
、
そ
の
語
源
は
「
干
潟
（
ひ

が
た
）
」
が
訛
っ
た
も
の
と
し

て
い
ま
す
。「
方
」
を
「
勝
」と

改
め
た
の
は
、
室
町
時
代
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
島
主
宗

貞
茂
に
対
し
反
乱
を
起
こ
し
た

宗
賀
茂
を
、
一
族
の
宗
茂
久
が

こ
の
地
で
討
ち
取
っ
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
、
改
め
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
網
代
】

　
『
津
島
記
事
』
に
よ
る
と
、こ

の
浦
が
「
あ
じ
ろ
」
と
よ
ば
れ

る
漁
法
を
お
こ
な
う
の
に
適
し

た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
語
源

だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
『
角
川
日
本
地
名
辞
典
』

で
は
、
本
来
「
網
代
」
と
は
、

川
に
仕
掛
け
た
簀
（
竹
を
あ
ん

だ
す
の
こ
な
ど
）
と
い
う
「
漁

具
」
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
が
、対

馬
で
は
「
漁
場
」
を
指
す
言
葉

と
し
て
用
い
ら
れ
、
地
名
に
も

な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
冨
浦
】

　
『
津
島
紀
事
』
に
よ
る
と
、素

戔
嗚
尊
が
韓
土
（
朝
鮮
）
へ
渡

る
際
に
、
こ
の
場
所
か
ら
船
を

出
し
て
豊
に
至
っ
た
た
め
、
飛

ヶ
浦
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
語
源
は
、
豊
崎
郡
や
豊

地
区
の
語
源
と
も
共
通
し
て
い

て
「
飛
」
と
は
船
を
出
す
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
地

名
も
、
そ
の
場
所
が
朝
鮮
半
島

へ
の
往
来
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

対
馬
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課

   

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

日 月 火 水 木 金 土

8月の休館日 休館日

●夏休みの作品の参考になる本を展示中。いろんなものに
　チャレンジしてね！ 

●赤毛のアンのコーナーを設置しています。ぜひご覧ください。 

　

前
号
に
引
き
続
き
、
各
地
の

大
字
名
の
由
来
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

【
上
対
馬
町
西
泊
】

　
『
津
島
記
事
』
に
よ
る
と
、州

府
（
現
在
の
厳
原
）
か
ら
朝
鮮

へ
船
で
向
か
う
時
、
あ
る
い
は

対
馬
の
東
海
岸
側
を
船
で
北
に

向
か
う
時
に
、
西
風
に
遭
遇
す

る
と
進
め
な
く
な
る
（
日
本
海

側
へ
押
し
流
さ
れ
や
す
く
な
る
）

た
め
、
多
く
の
船
が
こ
の
港
に

停
泊
し
た
こ
と
か
ら
、
西
泊
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
古
里
】

　
『
津
島
記
事
』
に
は「
西
泊
の

故
邑
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
故

邑
と
は
「
西
泊
の
古
い
里
」
と

い
う
意
味
で
、
こ
こ
か
ら
古
里

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
『
上
対
馬
町
誌
』
で

は
『
紀
事
』
の
い
う
西
泊
の
故

邑
地
と
、
本
来
の
古
里
村
の
中

対
馬
各
地
の
地
名
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網代の漣痕


